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土木計画学の視点から 

土木の『領域』再考と社会的実効性ある学会活動の議論を行います。 

公益社団法人土木学会 

土木計画学研究委員会 

我が国の公共事業が大幅に減少している中で、今後のインフラ整備の役割と意義を明確にするととも

に、それを社会に発信していくことが重要な課題となっています。2016年に 50周年を迎えた土木計画

学研究委員会においても、多様化する研究領域の拡大と他分野との連携、現場に根ざした理論研究とそ

の実践、グローバル社会に対応した新たな視点からの人材育成と制度設計等の今後の課題が改めて提示

されました。土木計画学としても、今後のインフラ整備の役割と意義を議論し、科学的な技術検討、

様々な制度の検討、対話的参画のありかた等の検討を通して、共通な認識の下に、その計画立案や政策

展開を実践していくことが必要です。このような状況を踏まえ、今回、「土木の『領域』再考と社会的

実効性ある学会活動の展開－土木計画学の視点から－」と題してワンデイセミナーを開催します。 

本セミナーでは、現土木学会会長（大石久和）をはじめ、会長特別委員会である「安寧の公共学懇談

会」と「レジリエンスの確保に関する技術検討委員会」の活動状況について、ご報告いただくととも

に、それらを受けて、土木計画学研究委員会の視点と立場から、今後の学会活動の展開について、具体

的な議論を行います。主な発表内容は以下の通りです。 

○土木計画学は国民の負託に応えることができているのか：現状の我が国におけるインフラ整備に対す

る課題と土木計画学への期待 

○安寧の公共学懇談会の取り組み：土木・工学のみならず公共経済学、法学、土地所有など幅広い視点

で、土木のスコープ、活動領域を見直し、「土木」のスコープを拡大するための具体的な行動 

○レジリエンスの確保に関する技術検討委員会の取り組み：我が国が「起こり得る最悪の事態」を回避

するための「レジリエンス」（強靭性）を確保するために必要な主として政府による取り組みの具体

的内容 

 

記 

土木計画学ワンデイセミナー NO.95 

 「土木の『領域』再考と社会的実効性ある学会活動の展開－土木計画学の視点から－」 

日時： 2018年 4月 18日（水）15:00 - 18:00 

  場所：土木学会講堂（東京都新宿区四谷一丁目 外濠公園内） 

  主催：公益社団法人土木学会（土木計画学研究委員会） 

※次第、講演者等は、以下のWEBサイトをご覧ください。 

http://www.jsce-ip.com/events/oneday/index.html?id=219 
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